
 

 

 

 

グループ通算申告システム(ｅ－ＴＡＸグループ通算) 

未対応書類の電子申告手順 
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●e-Taxソフトとは、申告等データの作成、送信等を行うために国税庁から提供されるソフトウェア

です。 

なお、e-Taxソフトのご利用方法の詳細は、国税e-Taxホームページに掲載されているマニュアル

をご参照ください。 

https://www.e-tax.nta.go.jp/manual/clientmanual_all.pdf 

 

●PCdeskとは、地方税電子申告を行うために地方税共同機構から提供されるソフトウェアです。 

なお、PCdeskのご利用方法の詳細は、地方税eLTAXホームページに掲載されているマニュアルをご

参照ください。 

https://www.eltax.lta.go.jp/documents/00057 

 

●本手順書は、令和４年度ｅ－ＴＡＸグループ通算 [2022年 10月版]に基づいて解説しています。 

 

https://www.e-tax.nta.go.jp/manual/clientmanual_all.pdf
https://www.eltax.lta.go.jp/documents/00057
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Ⅰ ｅ－ＴＡＸグループ通算で未対応の法人税申告書を電子申告する場合 

１．概要 

  ｅ－ＴＡＸグループ通算で未対応の法人税申告書別表(以下、「未対応別表(法人税)」)を電子申

告する場合は、国税庁提供のe-Taxソフトで対象別表のデータ(xtxファイル)を作成した上で、ｅ

－ＴＡＸグループ通算に読み込んで電子申告します。 

 

  未対応別表(法人税)であっても、「リリース前別表」に該当する書類の場合は、対象別表のPDF

ファイルを電子申告データに添付して提出します。ついては、対象の別表が「リリース前別表」に

該当するかを確認し、該当する場合はPDFファイルで添付、該当しない場合はe-Taxソフトで対象

別表のデータを作成してください。 

(注)同じ別表でも、電子申告の時期によって、「リリース前別表」に該当するか否かが変わります。

電子申告を行う際は、上記のホームページで、リリース前別表か否かを確認してください。 

 

（ご参考）「リリース前別表」の確認方法 

  国税e-TaxHP掲載の「リリース前別表検索ツール（Excel形式）」で確認します。 

  (https://www.e-tax.nta.go.jp/imagedata/imagedata1.htm) 

 

 

 
  

https://www.e-tax.nta.go.jp/imagedata/imagedata1.htm
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２．処理の流れ 

  未対応別表(法人税)を電子申告する処理の流れは以下のとおりです。 

  通算親法人が電子申告する場合、通算子法人が電子申告する場合（通算親法人が通算子法人に

代わって電子申告する場合を含む）も同じです。 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

※代表者の電子署名を役社員に委任する場合、又は、通算親法人が通算親法人の関与税理士に通算

子法人の法人税申告書への電子署名・送信を委任する場合に添付する「電子委任状」をe-Taxソフ

トで作成する場合、他の未対応別表等とは作成手順が異なりますのでご注意ください。詳細は、

「３．処理手順」をご確認ください。 

 

  

１．e-Taxソフト(共通プログラム、税目プログラム)のインストール 

２．e-Taxソフトで未対応別表(法人税)の申告データを入力、データ(xtxファイル)作成 

３．ｅ－ＴＡＸグループ通算で、データ(xtxファイル)を読込、電子申告データ作成 
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３．処理手順 

(1) e-Taxソフト(共通プログラム、税目プログラム)のインストール 

 

①国税庁e-TaxHP(以下のアドレス)にアクセ

スします。記載されている利用規約や利用

環境を確認します。 

https://www.e-

tax.nta.go.jp/download/e-

taxSoftDownLoad.htm 

 

(注)ご利用のパソコンにｅ－ＴＡＸグルー

プ通算を登録済みの場合は、「ルート証

明書等のインストール」と「信頼済みサ

イト及びポップアップブロックの許可

サイトへの登録」は不要です。 

 

②「e-Taxソフト(共通プログラム)のインス

トーラ」をダウンロード・実行して、e-Tax

ソフト(共通プログラム)をご利用のパソ

コンにインストールします。 

 

③e-Taxソフトを選択します。 

左記の画面で、[ＯＫ]ボタンをクリックし

ます。 

 

④[追加インストール]ボタンをクリックし

ます。 

 

⑤[申告]の[法人税・地方法人税(通算)]か

ら、申告事業年度を選択します。 

続いて、[インストール]ボタンをクリック

して、「税目プログラム」をインストール

します。 

 

https://www.e-tax.nta.go.jp/download/e-taxSoftDownLoad.htm
https://www.e-tax.nta.go.jp/download/e-taxSoftDownLoad.htm
https://www.e-tax.nta.go.jp/download/e-taxSoftDownLoad.htm
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※はじめてe-Taxソフトを利用する場合（又

は利用者情報ファイルを作成する場合）、

左記の画面が表示されます。 

 

⑥[マイナンバーカードを利用しない]を選

択して、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

⑦利用者識別番号と利用者名を入力後に、

[保存]ボタンをクリックして利用者ファ

イルの保存先を指定します。 

 

※通算親法人が通算子法人に代わって申告

データを送信する場合で、通算子法人用

の未対応書類を作成する場合は、通算子

法人の利用者識別番号と名称を入力しま

す。 

 

※次回以降のe-Taxソフトの起動は、当画面

で保存した利用者ファイルを選択して起

動します。 

 

保存が完了すると、e-Taxソフトが起動し

ます。 
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(2) e-Taxソフトで未対応別表(法人税)の申告データを入力、データ(xtxファイル)作成 

 ①電子委任状の作成（電子委任状を作成する場合） 

  ※電子委任状は、代表者の電子署名を役社員に委任する場合、又は、通算親法人が通算親法人

の関与税理士に通算子法人の法人税申告書への電子署名・送信を委任する場合に必要となる

書類です。 

  ※電子委任状を作成しない場合は、下記「②未対応別表の作成」から進めてください。 

 

1)e-Taxソフトが起動します。[作成]ボタン

をクリックして、未対応別表(法人税)のデ

ータ作成を開始します。 

 

 

 

2)[添付書類]をクリックします。 

 

3)[添付書類一覧]画面が表示されます。画面

右下の[新規作成]ボタンをクリックしま

す。 

 

4)[添付書類選択]画面が表示されます。「国

税関係手続に係る電子委任状」を選択し、 

[ＯＫ]ボタンをクリックします。 
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5)入力画面が表示されます。必要事項を入力

し、 [作成完了]ボタンをクリックします。 

 

6)作成した電子委任状を選択し、[署名]ボタ

ンをクリックします。 

 

7)電子署名画面が表示されます。画面の内容

に従って代表者が電子署名します。 

 

8)他に作成する未対応別表がある場合は、 

 下記「②未対応別表の作成」に進みます。 

 

 電子委任状以外に未対応別表を作成しな

い場合は、左下の[切り出し]ボタンで電子

委任状(xml)を任意の場所に保存し、下記

「(3) ｅ－ＴＡＸグループ通算で、データ

(xtxファイル)を読込、電子申告データ作

成」に進みます。 
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 ②未対応別表の作成 

 

1)e-Taxソフトが起動します。[作成]ボタン

をクリックして、未対応別表(法人税)のデ

ータ作成を開始します。 

 

 

 

2)[申告・申請等]をクリックします。 

 

3)[申告・申請等一覧]画面が表示されます。

画面右下の[新規作成]ボタンをクリック

します。 

 

4)[申告・申請等の作成]画面が表示されま

す。 

●作成する手続きの種類 

[申告]を選択します。 

●税目 

  [法人税・地方法人税（通算）]を選択し

ます。 

 ●年分 

  作成する事業年度の区分を選択します。 

  

上記の区分を選択後は、[次へ]ボタンをク

リックします。 
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5)電子申告の対象となる手続きの左横の＋

マークをクリックして、作成する別表を選

択します。選択後は、[次へ]ボタンをクリ

ックします。 

 

(注)ｅ－ＴＡＸグループ通算で作成可能な

別表のデータをe-Taxソフトで作成しても

読み込めません(メニュー902の場合)。 

 

6)必須帳票である別表１が選択されていな

いため、追加する旨のメッセージが表示さ

れます。[ＯＫ]ボタンをクリックします。 

 

(注)必須の別表1が自動選択されますが、e-

Taxソフトでの入力は不要です。 

 

7)[申告・申請等名]欄に任意の名称を入力

し、[ＯＫ]ボタンをクリックします。 
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8)電子申告データを作成するために必要と

なる基本情報を入力します。入力終了後

は、 

[ＯＫ]ボタンをクリックします。 

 

(注)ｅ－ＴＡＸグループ通算から切り出し

たデータをe-Taxソフトに連携できます。

以下の手順で連携します。 

a.ｅ－ＴＡＸグループ通算のプロセス

[７．法人税と地方税の全体計算と申告

書等の印刷]の[「基本情報」(法人名等)

切出]ボタンから、データを切り出しま

す。 

 b.e-Taxソフトの[基本情報インポート]ボ

タンから、上記1)のデータを読み込みま

す。データを読み込んだ後、追加の情報

を入力します。 

 

9)[帳票一覧]画面が表示されます。作成する

別表をダブルクリックして、申告データの

入力を開始します。 

 

＜ 電子委任状を作成している場合 ＞ 

 電子委任状もｅ－ＴＡＸグループ通算に

読み込む場合は、画面下の[添付書類追加]

ボタンで、上記①で作成した電子委任状を

追加します。これにより、別表とあわせて

電子委任状も切り出せます。 

 

10)作成する別表の入力画面が表示されま

す。 

必要事項を入力して、別表を完成させま

す。 

 

入力完了後は、[作成完了]ボタンをクリッ

クします。 
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11)ｅ－ＴＡＸグループ通算に読み込ませる

別表が「作成完了」の状態となっているこ

とを確認します。 

  次に、[申告・申請等一覧]ボタンをクリ

ックします。 

 

12)一覧から、データを切り出す手続きを選

択した後に、[切り出し]ボタンをクリック

します。以降は、画面展開にしたがって、

データ(xtxファイル)をパソコンに保存し

ます。 
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(3) ｅ－ＴＡＸグループ通算で、データ(xtxファイル)を読込、電子申告データ作成 

 

①ｅ－ＴＡＸグループ通算の[902.電子申告

データの作成]メニューを選択します。 

(追加送信の場合は、[906.追加送信する電

子申告データの作成]メニュー) 

 

②次に、[法人税・地方税法人税]タブの[e-

Taxソフトで作成した当システム未対応書

類の追加読込]を選択して、e-Taxソフトか

ら切り出したデータ(xtxファイル)を読み

込みます。 

 

 ※電子委任状のみ切り出した場合、ファイ

ルの拡張子は.xmlとなります。 

 

 ③読み込みが終了した場合は、読み込みが完

了した旨のメッセージが表示されます。 

 

 

 

④読み込んだ別表名が表示されていること

を確認します。 

 

⑤[法人税・地方税法人税]タブの[法人税・地

方税法人税の電子申告データ作成]をクリ

ックしてデータを作成します。 
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Ⅱ ｅ－ＴＡＸグループ通算で未対応の地方税申告書を電子申告する場合 

１．概要 

ｅ－ＴＡＸグループ通算で未対応の地方税申告書別表(以下、「未対応別表(地方税)」といいま

す)を電子申告する場合は、PCdeskで当該別表のデータ(xmlファイル)を作成した上で、ｅ－ＴＡ

Ｘグループ通算に読み込んで電子申告します。 

 

２．処理の流れ 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

１．PCdesk(DL版)のインストール 

２．PCdesk(DL版)で、未対応別表(地方税)の申告データを入力、データ(xmlファイル)作成 

３．ｅ－ＴＡＸグループ通算で、データ(xmlファイル)を読込、電子申告データ作成 
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３．処理手順 

(1) PCdesk(DL版)のインストール 

 

①地方税eLTAXホームページ(以下のアドレ

ス)にアクセスし、[PCdesk(DL版)をダウン

ロードする]をクリックして、PCdeskをイ

ンストールします。 

https://www.eltax.lta.go.jp/eltax/software/ 

 

( 注 ) イ ン ス ト ー ル 方法 の 詳 細 は 、

「PCdesk(DL版)ガイド【申告・納税等】」を

参照してください。 

https://www.eltax.lta.go.jp/documents/00057 

 

 

②PCdeskを起動します。 

 左記の画面が表示されます。 

 

利用者情報を登録していない場合は、[新

規作成]ボタンをクリックして、利用者情

報を登録します。 

 

(注)PCdeskを起動後に[バージョン確認]画

面が表示された場合は、[次へ]ボタンをク

リックして、PCdeskをバージョンアップし

ます。 

 

③利用者情報を登録します。利用者ID等を入

力して、[登録]ボタンをクリックします。 

https://www.eltax.lta.go.jp/eltax/software/
https://www.eltax.lta.go.jp/documents/00057
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④利用者を選択して、[選択]ボタンをクリッ

クすると、PCdeskが起動します。 

 

  



- 15 - 

 

(2) PCdesk(DL版)で、未対応別表(地方税)の申告データを入力、データ(xmlファイル)作成 

 

 (※)PCdeskで作成するデータ(xmlファイル)は、提出先団体ごとに作成します。 

    例えば、Ａ市とＢ市に同一の未対応別表(地方税)を電子申告する場合、Ａ市用のデータと

Ｂ市用のデータを２つ作成します。 

 

 

①PCdeskが起動し、メニュー画面が表示され

ます。［利用者情報に関する手続き］をク

リックします。 

 

②利用者情報メニューが表示されます。 

 [提出先・手続き変更]をクリックして、地

方税申告書の提出先を確認(変更)します。 

 

③ログイン画面が表示された場合は、暗証番

号を入力して、[ログイン]ボタンをクリッ

クします。 
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④一覧に、地方税ポータルシステムに登録済

みの提出先が表示されます。 

  必要に応じて、 [提出先編集]ボタンを

クリックして、提出先を追加・削除します。 

 

⑤追加する提出先を選択して、[追加]ボタン

をクリックすると、画面下の提出先一覧に

提出先が表示されます。 

 

次に、[課税地入力]ボタンをクリックし

て、事業所名と課税地を入力します。 

最後に [確定]ボタンをクリックしま

す。 

 

⑥左記の画面に戻ります。[次へ]ボタンをク

リックして、地方税ポータルシステムに変

更した提出先の情報を登録します。 

 

⑦正常に送信されたことを確認し、[メニュ

ーへ]ボタンをクリックします。 

 

次に表示される画面で、[戻る]ボタンを

クリックして、メニュー画面まで戻りま

す。 
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⑧メインメニュー画面の[申告に関する手続

き]を選択します。 

 

 

⑨[申告データの作成]を選択します。 

 

(注)追加送信する別表がある場合は、[追加

別表・添付資料の作成]を選択します。詳

細な解説は、画面上部のマニュアルで確認

してください。 

 

⑩左記のメッセージが表示された場合、[Ｏ

Ｋ]ボタンをクリックして、利用者情報フ

ァイルをダウンロードします。 

 

⑪ログイン画面が表示された場合は、暗証番

号を入力して、[ログイン]ボタンをクリッ

クします。 
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⑫表示された利用者情報を確認し、[次へ]ボ

タンをクリックします。 

 

⑬税目選択の画面が表示されます。 

作成する税目を選択します。 

 

※以降は、「法人都道府県民税・事業税」の

データを作成するものとして解説します。 

 

⑭申告区分を選択後、[次へ]ボタンをクリッ

クします。 

 

⑮申告データの作成方法等を選択後、[次へ]

ボタンをクリックします。 

 

※以降は、[手入力による作成]を選択したも

のとして解説します。 

 

(注)e-Taxソフトの[帳票一覧]画面の[地方

税申告共通項目エクスポート]ボタンから

切り出した国税情報を利用する場合は、

[国税情報を使用して作成]を選択します 
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⑯申告書データの作成に必要となる情報(法

人種別、資本金の額等)を入力し、[次へ]

ボタンをクリックします。 

 

⑰[追加]ボタンをクリックして、事業所の明

細を登録します。 

 

(注)すべての事業所を登録する必要はあり

ません。本店のみ登録します。 

 

⑱事業所名や分割基準数等を入力します。次

に、[登録] ボタンをクリックします。 

 

⑲事業所が登録されていることを確認後に、

[次へ]ボタンをクリックします。 
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⑳[決定]ボタンをクリック後、画面下の様式

一覧から、PCdeskで作成する別表を選択し

ます。 

  

 

 選択後は、[次へ]ボタンをクリックしま

す。 

 

㉑提出先の地方公共団体を選択します(複数

選択可)。 

 

[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

㉒提出先等を確認して、[次へ]ボタンをクリ

ックします。 

 

㉓左記の画面が表示されますので、 [はい]

ボタンをクリックします。 
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㉔必須の申告書(第6号様式)の入力画面が表

示されます(当画面の入力は不要です。)。 

提出先を確認した後に、画面下の[別表]

ボタンをクリックします。 

 

(注)他の提出先の別表を作成する場合は、画

面右上の[≫]ボタンをクリックして、該

当する提出先を表示してから、[別表]ボ

タンをクリックします。 

 

㉕一覧から、作成する別表を選択して、[別

表表示]ボタンをクリックします。 

 

㉖ｅ－ＴＡＸグループ通算に読み込ませる

別表のデータを入力します。入力後は、[保

存]ボタンをクリックします。 

 

㉗別表一覧の画面に戻ります。すべての別表

のデータ入力が完了後は、[閉じる]をクリ

ックします。 
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㉘[保存]ボタンをクリックします。エラーが

表示されない場合は、[次へ]ボタンをクリ

ックします。 

入力したデータに不整合がある場合は、

エラーが表示されますので、エラー内容に

応じて該当する別表のデータを修正しま

す。 

 

(注)提出先ごとに、別表を作成する必要があ

ります。 

 

㉙[いいえ]ボタンをクリックします。 

 

 ｅ－ＴＡＸグループ通算に読み込ませる

データを作成するので、電子署名は不要で

す。 

 

㉚一覧から、ｅ－ＴＡＸグループ通算に読み

込ませる申告データを選択し、[取り出し]

ボタンをクリックします。 

次に、保存先の指定画面が表示されます

ので、保存先を指定して、データ(xmlファ

イル)をパソコンに保存します。提出先ご

とに、データ(xmlファイル)が作成されま

す。 

 

データの保存後は、PCdeskを終了します。 
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(3) ｅ－ＴＡＸグループ通算で、データ(xmlファイル)を読込、電子申告データ作成 

 

①ｅ－ＴＡＸグループ通算の[901.電子申告

基本情報の確認]メニューを選択します。 

 

[国税・地方税の申告先の確認]タブで、

申告先税務事務所を登録します。 

 

②ｅ－ＴＡＸグループ通算の[902.電子申告

データの作成]メニューを選択します。 

(追加送信の場合は、[906.追加送信する電

子申告データの作成]メニュー) 

 

③次に、[PCdeskで作成した当システム未対

応書類の追加読込]を選択して、PCdeskか

ら切り出したデータ(xmlファイル)を提出

先ごとに読み込みます。 

 

 読み込み後は、読込結果の確認画面が表示

されますので、正常に読み込めたかを確認

します。 

 

 

④申告先と作成した別表名が正しく表示さ

れているかを確認します。 
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⑤[都道府県民税・事業税等]タブの[都道府

県民税・事業税等の電子申告データ作成]

をクリックして、電子申告データを作成し

ます。 
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